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１．はじめに

　グローバル化と日本文学について考える機会を

頂きまして、たいへん感謝しております 。個人

的な経験に基づいて言えば、私が日本近世文学を

勉強し始めた90年代以来、日本学は激しく変化

してきていて、これからも変化していくと考えら

れます。日本文学はますます世界中で紹介され世

界文学の一つとして広く認められ、さまざまな新

しいアプローチで研究されているということはも

う一つの事実です。今年出版された『世界の読者

に伝えるということ』（講談社現代新書）という

本では河野至恩氏はこういう事実を認めた上、変

化していく世界中の日本学について興味深い論を

展開しています。こういう変化の中で自分の研究

の方法について反省して考えることが非常に重要

だと思います。氏の指摘の一つは、海外では日本

でよく知られ重要とされる作家や作品を研究の対

象に選んだとき、その普遍的な価値がどこにあり、

研究する意味がどこにあるかをはっきり説明する

必要があるということです。つまり日本学を広い

世界のコンテキストにおいて考えると、日本にし

ても海外にしても新しい問題設定が求められると

いうことです。今回のシンポジウムを機会に、自

分の研究に影響を与えたロシアの文学者ミハイ

ル・バフチンの小説論について簡単に述べて、西

鶴を例にしてそれをどのように日本文学に適用す

るかということについて考えたいと思います。

２．バフチンの小説論

　はじめに小説というジャンルを非常に重んじ、

その普遍的な意味を強調し続けた、ロシア人の

20世紀の評論家・哲学者そして文学者でもあっ

たミハイル・バフチンとその小説論について述べ

たいと思います。日本でも知られていて、翻訳も

研究書もありますので、簡単な紹介にとどめます。

ミハイル・バフチンは1895年中央ロシアの町オ

リョールに生まれ、1975年にモスクワで亡くな

りました。20年代の初めごろ研究者として名を

上げましたが、1928年に逮捕され、流刑になって、

1930年から1963年まで著書も論文も出版できな

いまま、地方の大学で教えていましたが、1960年

にモスクワの学界により再発見されました。多く

の論文の中で有名な著書としては1929年に出版

し、1963年に増補改訂して再版した『ドストエフ

スキーの詩学』と1940年代に執筆したフランス作

家フランソワ・ラブレーの笑いの文学についての

研究書『フランソワ・ラブレーの文学と中世・ル

ネッサンスの民衆文化』が挙げられます。他にも

「小説の言葉」など多数の論文があって、1960年

代の終わりから出版・研究され、英語・日本語な

どに翻訳されるようになりました。

　『ドストエフスキーの詩学』では、バフチンは

ドストエフスキーの特有な小説の方法を研究し、

次のように特徴付けています。ドストエフスキー

はその小説の中の登場人物を束縛しないで活動さ

せ、様々に葛藤し合う意見や世界観を自由に発展

させ、それらを対話の相手のように扱っていると
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分析しています。それによって小説の中にさまざ

まに葛藤し合う声が聞こえてきて、対話性とポリ

フォニーの効果が生じます。バフチンの理解では

それこそが本当の小説の方法であり、ドストエフ

スキーは長いヨーロッパ小説の系統を継いで、そ

の対話の方法を極め、特に対話性の豊かな作品を

創り出した小説家として高く評価すべき存在だと

言っています。つまりバフチンのドストエフス

キー論は一般の小説論でもあり言語論でもあり

ます。1935年ごろに執筆した「小説における言

葉」１という論文でバフチンは次のように述べて

います。

　言葉は勢いづいた応えとして対話の中で生ま

れ、他人の言葉との対話的な相互作用で形作

られている。言葉がその対象を捉え概念化し

ていく過程は対話的なのである。

言葉は対話の中で成立し、どの発話でもその前に

あった他人の発話を前提としています。そしてど

の発話の中でも話し手の声以外のさまざまな声が

内在していて聞こえているということです。しか

もそれだけではありません。バフチンはさらに言

います。

　勢いづいた会話の言葉は直接・ラフなまでに

あとから来る返事に向っているものである。

返事を要請し予測して、それを期待しながら、

成立する。すでに発言された言葉の影響をう

けながら、まだ発言されていない、期待し、

予測している言葉に形作られる。(p.93)

つまりどの発話でも対話的であり、多層的である

ということです。こういう対話的で多層的な言葉

は小説家の素材となり、小説のポリフォニーの基

盤となっているのです。小説とはこうした言葉の

特徴を生かし、芸術的な完成の域に仕上げる文芸

です。その意味では本当の小説は対話的で、ポリ

フォニー的でなければなりません。ドストエフス

キーは西洋小説家の中でそういう言葉の特性を一

番上手に生かした優れた小説家であったとバフチ

ンは言っています。

３．バフチンのラブレー論

　以上、バフチンの小説論について簡単にまとめ

てみました。一方、1940年ごろ成立したラブレー

論はそれに加えて、笑いという機能について論じ

ています。西洋中世の民衆文化を吸収したフラン

ソワ・ラブレーの笑いは制約を越え、自由自在な

精神を持ち、社会の現象のすべて、人間の生活の

あらゆる側面を捉える余裕と力を備えているもの

です。広場の民衆の文化とカーニバルの遊びの伝

統がその元になって、勢いと豊かさを与えていま

す。バフチンはこの生命を肯定している笑いを風

刺の笑いと区別して、総合的な世界観を持つもの

として称えています。笑いの文化は公式な文化の

制約 を越えて、公式な文化が至ることのできな

い境地にまで達する のです。このいわゆる「グ

ロテスクな生活観」では聖なるものと世俗なもの

と、上と下と、命と死となど相対化され、倒錯さ

れます。たとえば

　死は必ず出産と連携して、墓は命を与える地

球の内奥と連携する。出産と死とは生命を構

成する局面でしかない。死は生命の中に内包

され、出産と同様に生命の永久の運動の原因

となる２。

とバフチンは論じています。

４．井原西鶴の笑いの系統

　以上、バフチンの小説論、そしてラブレー論•

カーニバル論について簡単に述べましたが、こう

したバフチンの文化・文学論は西鶴を考えるため

に非常に参考になるものだと私は思います。自分

自身も西鶴の研究を始めたころ、たくさんのヒン

トを得ました。もちろんグローバル化といえば、

異なった文化のあらゆるものをすべて統一された

パターンに当てはめることになるのではないか

という懸念が生まれる ことも当然だと思われま

す。バフチンの論は古代ギリシャから近代にかけ
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ての西洋の文学についての広い知識に基づいてい

て、もともとアジアとは無関係です。そして西洋

は、キリスト教が支配的な宗教だったので、その

影響を受けている文化ですから、カーニバルなど

の伝統を論じるときも必ずその宗教的なコンテク

ストの中で捉えるべきで、そのままほかの文化に

適応することはできません。しかしカーニバルと

いうタームを使わなくても、それにヒントを得て、

日本の文化に相応する事実がないかと探すことに

問題はないと私は思います。

　西洋のカーニバルに日本文化の中で何か対応し

ているかと考えると 、遊郭という遊びの場が挙

げられます。近世の都市にできた娯楽の世界は、

日常的な生活と異なった規則や価値に従う遊びの

世界でした。その点はカーニバルという 笑いと

遊びから成る特別な空間と共通しています。そし

て西鶴の文学が好色者から始まっているというこ

とには重要な意味があって、単なる風俗描写に止

まるものではありません。西鶴の作品には遊郭の

笑いの文化が豊かに取り入れられていることはよ

く知られていますが、その意味はバフチンンの西

洋文化論と対照して考えてみれば、さらにはっき

りとしてきます。たとえば、西鶴の傑作のひとつ

とされる『好色一代女』に太夫たちのリストを載

せ挙げ、いろいろな物に寄せてふざけている箇所

などがあって、遊郭の遊びの文化が西鶴文学の中

に取り入れられていることをはっきりと示してい

ます。有名な作品でもそうでない作品でも、こう

いうナンセンスの笑いの例が数多く挙げられます

が、それは必ずしも浮世草子が低俗な文学だとい

うことを意味するわけではありません。むしろ儒

学など支配的な価値観に束縛されない、自由自在

でありえた精神を意味するのです。バフチンが研

究した西洋文化とは別な日本の文化のなかでも類

似したものが見えてきて、バフチンの評論を通す

ことによ ってそれに新しく気づくことができる

のです。つまりバフチン自身も論じているように、

内から見るときは注目されないものが、外から

見るとはっきり見えるようになるということです。

他の文化の中で成立した理論を日本の作者西鶴に

当てはめるのではなく、比較をもって西鶴に内在

しているものを浮き彫りにするという方法です。

　しかも西鶴の笑いは遊郭の笑いそのままではあ

りません。俳諧という文学の伝統と組み合わせて

成立したものです。俳諧は江戸初期に非常に重要

な役割を果たし、新しい都市文化の中核になって

いました。古典文学を身に付けるための媒体でも

あり、当時の社会事情が文学の対象となるための

媒体でもありました。特に延宝年間に 新しい都

会大阪と江戸で出現したいわゆる談林俳諧は自由

自在でナンセンスなユーモアに満ち、近世社会の

制約を越えた笑いの世界を発見したのです。この

俳諧は芭蕉という詩人を生み出した一方、『好色

一代男』という作品を生み、新しい散文文学の基

盤となりました。俳諧の笑いと遊郭の民衆的な笑

いが一致して、浮世草子、特に好色物の世界が成

立したのです。それをはっきり見せているのは、

西鶴の弟子西露が書いた、1682年出版の最初の

浮世草子『好色一代男』の 跋文です。少し省略

して引用します。

　二柱のはじめは鏡台の塗り下地とおぼえ、

（…）吾がすむ里は津の国桜塚の人に尋ねて

も、空耳潰して天に指さし地に土気放れず肘

をまげてはねつるべの水より外をしらず。広

き難波の海に手は届けども、人の心はくみが

たくて、汲まず。

　ある時、鶴翁の許に行きて、秋の夜の楽寝、

月には聞かしても余所には漏れぬ昔の文枕と

かいやり捨てられし中に転合書　（てんごう

がき）のあるを取り集めて、あらましに写し

て稲臼を挽く藁がかに読みて聞かせ侍るに

（…）大笑い止まず、鍬をかたげて手はなつ

ぞかし。

和歌の系統を汲む俳諧の伝統は神代までにさかの

ぼり、恋がそのひとつの中心的なテーマであると

いうことがここでユーモラスに述べられています。
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作家西鶴は風流な隠者の姿で現れ、その作品を聞

かされた田舎の女は笑いだして目を覚まして新し

い真実を悟ります。すなわち酌みがたい人のこ

ころを酌むようになったと理解できると思います。

ナンセンスで、価値のないと見えていた「てんご

う書き」は、案外に価値があって社会階級やジェ

ンダーを超えた普遍的なものだったということで

す。実は西鶴の笑いは多種多様で、遊郭の笑いそ

のままを移したような低俗とも見える部分も含み、

『好色五人女』の主人公町人の娘や人妻は好色の

道に入って悲劇的な運命をたどってはかなくなる

といったような演劇的でロマンスめいた世界も含

んでいます。悲劇と喜劇が絡み合っているこの作

品が西鶴の笑いをよく代表していて、バフチンが

論じた死を超えた生命を肯定する笑いと共通点を

持つ作品群だと思います。カーニバル論を動員す

る必要がないかもしれませんが、バフチンのラブ

レー論などと照らし合わせて読んでみると、西鶴

文学の世界がさらに面白く、その意味も明らかに

なります。

５．西鶴のポリフォニー（多声性）

　さて、西鶴文学とバフチンのラブレー論につい

て触れましたが、これから西鶴文学における対話

性やポリフォニーのことについて述べたいと思い

ます。始めから好色を中心テーマにした西鶴の浮

世草子は笑いが貫いていると言えます。しかし、

笑いの文学といっても、西鶴の好色物はただ好色

の世界について情報を与え、遊びの場所を描写す

るにとどまりません。好色という周辺的な価値観

と笑いを通して、あらゆる事象 を見つめている

のです。周知のように、「一代男」は妻も子も持

たず、一生快楽に耽って、親の財産を潰していく

という不孝そのものの姿です。滑稽ながら破壊的

で挑発な面をもっている、一般の倫理に反する人

物という、この設定は作品全体に緊張性を与えて

いると思います。

この意味では西鶴の浮世草子はバフチンがいう意

味で対話的だと認めるべきではないでしょうか。

京都・大阪・江戸当時の都会では、さまざまな倫

理や価値観を持った、さまざまの身分の人がすれ

違ったり葛藤したりして、職業や遊びの場で関係

を結び合っています。それこそが、西鶴文学の

テーマになっているいわゆる「くみがたくて、汲

まぬ」人の心なのです。小説の作者はこの多種多

様な人間関係を可能な限り 作品の中に移して表

象しています。

　この西鶴の文章のポリフォニーの構造の例とし

て、次の箇所を挙げることができます。元禄元

年・1688年に出版された『日本永代蔵』巻一の第

二章「二代目に破る扇の風」の冒頭部、この話の

主人公の父親で吝嗇を極めた金持ちの人物を紹介

する部分です。

　人の家にありたきは梅・桜・松・楓
かへで

、それよ

りは金
べ い せ ん

銀米銭ぞかし。庭
にわやま

山にまさりて庭
にわぐら

蔵の

眺め、四季折々の買ひ置き、これぞ喜
きけんじやう

見城の

楽しみと思と思ひ極めて、今の都に住みなが

ら、四条の橋を東へわたらず、大宮通より丹

波口の西へゆかず、諸
しよさん

山の出家を寄せず、諸

浪人に近付かず、すこしの風
かざ け

気・虫
むしばら

腹には

自
じやく

薬を用ひて、昼は家職を大事につとめ、夜

は内を出でずして、若い時ならひ置きし小謡

を、それも両隣をはばかりて、地
ぢごゑ

声にして我

一人の慰みになしける。灯
ともしび

をうけて本見るに

はあらず、覚えた通り世の費
つひえ

ひとつもせざり

き。

さて、「人の家にありたきは」という最初の一行

は言うまでもなく、風雅の庭にあってほしい植物

を列挙している『徒然草』百三十九段によるもの

で、谷脇理史の注釈などにあるように、「風雅を

以下逆転して生きる人物を描く」というアイロニ

カルな語り口です。つまり風雅を唱える言葉で始

まり、それと葛藤している利益と吝嗇を主張する

言葉で続くという、特徴がある文体です。庭山・

眺め・四季折々という風雅と、庭蔵・買い置きと



209

比較日本学教育研究センター研究年報 第11号

いう利益を思わせる言葉が交じり、葛藤をさらに

浮き彫りにしています。おなじ文に二つの異なっ

た声がはっきりと聞こえてくる文体です。それに

古典『徒然草』の作者の声も、西鶴という語り手

の声も加わることに注目すると、ポリフォニーの

効果は一層はっきりしてくると思います。その後、

人物の倹約ぶりを強調した表現が続きますが、語

り手のアイロニカルな調子が相変わらず添えられ

ていて、二重の構造が潜在しています。細かい分

析はここまでにしますが、本を買わないため隣人

をはばかりながら低い声で覚えている曲だけを歌

う人物の姿が滑稽で、当時出版文化が盛んになっ

ていたことを思いながら読んでみると、さらに価

値観の葛藤が明らかになってくるでしょう。俳諧

などやって古典文化に親しむ西鶴の読者は「とも

し火をうけて本を見るにあらず」という姿に「と

もし火の下に本をひらき」という『徒然草』の作

者の姿を重ねて、面白く読んでいたと想像できま

す。この作者のアイロニーは話の跋文にも強く現

れています。父の費やしがたい莫大な財産を継い

だ息子は、はじめは父よりけちでしたが、ついに

遊郭の世界と出会って、わずか数年で財産をつぶ

して、乞食になります。そしてこの人物は父がけ

ちで謡っていた謡曲を世渡りとして謡い続けると

いうアイロニカルな結びになります。

　この一章は次の結末でおわります。

　「一度は栄え、一度は衰ふる」と身の程を謡

うたひて一日くらせしを、見る時聞く時、「今

時はまうけにくい銀を」と、身を持ち固めし

鎌田屋の何某、子供にこれを語りぬ。

「杜若」という謡曲の引用、当時よく読まれて

いた 「長者経」めいた陳腐な「鎌田屋のなにが

し教訓」、それに皮肉に響きあう語り手の語りと、

それぞれが別々の内容を聞かせて複雑なポリフォ

ニーを作っています。謡曲の台詞は聞き手によっ

てさまざまに受け取られますし、子供に向けて

語られる教訓も、どの読者にでも同じように 受

け取られるはずがありません。『日本永代蔵』に

は教訓があって、教訓を嘲笑する文句もあります。

言葉というものがこういう多層的な可能性を潜め

ているということはバフチンが指摘した通りです。

俳諧師を経て、浮世草子という散文文学を作った

西鶴は言葉の可能性を見事に生かしている作者だ

ということが、この『日本永代蔵』を読んだだけ

ではっきりと確認できると思います。『日本永代

蔵』という作品は非常な人気を得て、江戸時代の

末まで再版を重ねた作だと言われていますが、そ

れだけに、読者層によってさまざまな読みと味わ

い方があったに違いありません。それもさまざま

の読者にアピールできるこの作品の多層性や対話

性について十分に語っているのではないかと思い

ます。

６．結び

ここでは西鶴の作品の引用を通して、日本古典

文学の作者西鶴を読む時にバフチンという近代ロ

シアの評論家の理論からどんなヒントが得られる

か、簡単ながら明らかにしようとしてみました。

実は西鶴とドストエフスキーとの比較は、早く明

治時代にも幸田露伴が行ったことがよく知られて

います。考えてみれば、異なった文化の作品を比

較して論じたり位置づけたりするのは新しいこと

ではありません。異なったコンテクストで成立し

た物を合わせて考えるとそれまで見えなかったこ

とが見えるようになる一方、その普遍的な面も

はっきりと現れてきて、ほかの作品にないユニー

クな特徴も露になります。日本古典文学の作者西

鶴を日本文学の中で位置づけると同時に、世界文

学の中でも位置つけるべきだと思います。そして

浮世草子など江戸時代の小説類を世界小説史の中

で考えることも重要です。こうした作業 はまだ

十分に進んでいるとは言えません。免れえないグ

ローバル化の時代を迎えて、それをきっかけにし

て、積極的に日本でも海外でもこの動きを進めて

行くことがこれからの課題だと思います。
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